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▲HIDAS合金で試作した部品一式�

　本モデル化では、減衰能、弾性率、強度、耐食性に優れた新材料
HIDAS（High Damping Stainless alloy、ハイダス合金）に関する発
明をもとに制振性に優れた騒音・振動抑制部品の試作を行った。�
　HIDASの制振性は実験で証明されているが、合金の耐熱性、耐久性、
磨耗性等に弱点がある。それらの弱点を考慮した部品設計を行うことで、
実用品としての性能を有する騒音・振動抑制部品の試作を試みた。具
体的には「歯車」、「ブレーキ」、「ボルト・ナット」、「バイトシャンク」を試作
した。�
　「歯車」に関しては、騒音を10db低下させる目標が７dbの低下で終わった。「ブレーキ」は、10db以上
の低下で目標を達成した。「ボルト・ナット」に関しては、メーカー実機で1,500サイクルで緩んでいたボルト
が12,600サイクル（実働53日間）でも緩まず目標の10,000サイクル以上を達成した。「バイトシャンク（切削
工具）」では、市販品より良い加工面の実現目標を達成した。�
　今回のモデル化でHIDAS合金の制振性と機械要素として必要な耐熱性（200℃）耐食性、強度、量
産時のコストの確認ができた。HIDAS合金が現在ある制振材の中でトップクラスの総合能力がある事
を実証した。�
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